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 どうもこんにちは。ロシアに留学している山屋です。今回は、ロシアの年末年始の様子について書きたいと

思います。

Новый год в России（ロシアの新年） 

日本で一般的に年末の行事といえば、だいたいど

こもクリスマス→お正月という流れだと思います。

しかし、ロシアでは逆なのです。新年のお祝い→ク

リスマスなのです。 

<Ёлка（ヨールカ）> 

 ロシア人にとって新年のお祝いに欠かせないの

は、Ёлка（ヨールカ、クリスマスツリー的な木）で

す。だいたい 12/20 あたりを過ぎると町の広場や大

通り、大きな店の中などに様々なヨールカが飾られ

ます。装飾は基本的にほかの欧米諸国のそれと変わ

りませんが、大きな違いとして、サンタクロースで

はなく Дед-мороз（ジェド・マロース、直訳で酷寒

の爺、後述）が飾られ、ツリーには「Merry 

Christmas」ではなく「С новым годом」（訳:あけま

しておめでとう）と飾り付けられています。我が家

では 21 日にヨールカを出し、同時に部屋に電飾を大

量に飾りました。 

<Дед-мороз(ジェド・マロース)とクリスマス> 

前述したように、ロシアにはサンタクロースがい

ません。その代わりに Дед-мороз（ジェド・マロー

ス）と呼ばれる老爺がいます。ジェド・マロースは

もともとロシアの民間伝承に登場する霜の精であ

り、赤または青の服をまとい、とても長い白いひげ

をはやしているのが特徴です。 

 また、Снегурочка（スネグーラチカ、訳:雪娘）と

いうジェド・マロースの孫娘もロシアの民話に登場

します。帝国時代では、スネグーラチカはジェド・

マロースの脇役として新年に演じられる芝居に登場

するといった感じでしたが、ソ連が国家として公式

に新年の祝賀を認めた 1935 年以降は、スネグーラチ

カはジェド・マロースと並びロシアの新年の主要キ

ャラクターになりました。 

 典型的なジェド・マロースとスネグーラチカ→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑近所の劇場のヨールカ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<新年のお祝い> 

 一般的にロシアの家庭では、大晦日の夜または年

が明ける 1 時間前くらいから宴会を始めることが多

いと思います。ロシアでの新年のお祝いに欠かせな

いのが、新年料理です。定番なのは「オリヴィエ・

サラダ」と呼ばれるソーセージや野菜などをマヨネ

ーズであえたサラダや、サーモンやいくらのサンド

イッチ、肉の煮凝りなどと鶏肉の丸焼きなどです。

我が家では、年が明ける 30 分前くらいから家族が正

装で集合し、食べながら年を越すといった具合でし

た。また、ロシアでは新年は家族と過ごすものと考

えている家庭が多いらしく、どの家庭もどこか外に

はいかずに家で祝います。 

 ロシアでは、年末のテレビはほぼ歌番組が多く、

年が明けると映画ばかりになります。日本のように

バラエティー番組というのはありませんでした。明

ける 5 分前くらいになると、ほとんどのテレビ局が

一斉に番組を中断して大統領の新年のあいさつ（録

画）を流し始めます。これは毎年恒例で、知り合い

には「これを見ないと新年という気分が出ない」と

いう人もいました。その後、モスクワの赤の広場に

ある時計台でカウントダウンを写し、また元のプロ

グラムに戻るといった流れです。また、新年の定番

映画として、「Ирония Судьвы」（訳:運命の皮肉）

を必ず放送します。 

<クリスマス> 

 ロシアのクリスマス（Рождество）は 1/7 です。

これは、ロシアで広く信仰されているロシア正教は

いま日本が採用しているグレゴリオ暦ではなく、ユ

リウス暦を採用しているためです。クリスマス当日

は、教会で礼拝が行われるほか、いくつかのテレビ

局でクリスマス礼拝の中継が行われます。クリスマ

スの際も新年同様祝うのですが、ソヴィエト時代に

クリスマス祝う文化が廃れてしまったためか、今で

はそれほど盛大に祝われてないと感じました。 

正月料理の数々→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

< ～Extra Stage～ 旧正月> 



 クリスマスが終わり、一日はさむと学校が始まり

ます。これで連日続いたお祝いも終わったと思った

のですが、実はもう１つありました。旧正月です。 

 前述したように、ロシア正教ではユリウス暦を採

用しています。ロシア帝国時代は国家としてユリウ

ス暦を採用していました。そのためなのか、今でも

旧正月（1/14）を祝う風習があるようです。 

 驚くべきなのは、翌日は普通に仕事があるのに元

日同様に年明け直前に集まってご馳走を食べ、二時

くらいまで起きていることですかね。ちなみに、現

代は旧正月を祝う人々はそこまで多くないとのこと

です。 

終わりに 

それでは新年の挨拶をするプーチン大統領の写真な

どを載せて終わりにします。 

皆さん、До свидания! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑プーチン大統領による新年の挨拶 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑クリスマスの教会中継 

                     山屋 


